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本 研 究 の 課題 は計 算 論 的 知 能 に 関 す る総 合 的 研 究 で あ った 。 この 研 究 は 真 に
国 際 的 な もので 、明 治 大 学 か ら私 と理 工 学 部 高 木 友 博 教 授 、外 国 か らWlodzisEaw
Duch教授(ポ ー ラ ン ド)、RudySetiono准教 授(シ ンガ ポ ー ル)、JamesBuckley
准 教 授(ア メ リカ)、ThomasFeuring助教 授(ド イ ツ)、DanutaRutkowska教授 、
旦 那 さ ん のLeszekRutkowski教授(同 じ学 科 のChairman)(ポー ラ ン ド)、
Klaus・・PeterAdlassnig准教 授(オ ー ス トリア)総勢9名 に よ る計 算 論 的 知 能 に関 す
る広 域 的 か つ斬 新 な総 合 研 究 で あ った 。
計 算 論 的 知 能 に 関 す る研 究 に は柔 軟 性 が あ り多 面 的 な ア プ ロ ー チ が考 え られ
た 。
4月Duch教 授 が 来 日 さ れ 、 計 算 論 的 知 能 と デ ー タ 理 解 に 関 す る 研 究 を お こ な




6月 にSetiono准 教 授 が 来 日 し 、 複 数 の ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト ワ ー ク を 用 い て 学 習
精 度 を 上 げ る 実 験 を 精 力 的 に や っ た 。結 果 はHayashi,Y,Setiono,R.,Combining
neuralnetworkpredictionsformedicaldiagnosis,『ArtificialIntelligenceinMedicine.
に 投 稿 中 で あ る 。
8月 ・9月 に はBuckley准 教 授 とFeuring助 教 授 が 来 日 し 、 計 算 論 的 知 能 の
中 の 非 常 に 広 範 囲 の 問 題 を 扱 っ た 。 結 果 は 以 下 の8編 の 論 文 を 論 文 誌 に 投 稿 中






















ll月に はDanutaRutkowska教‡受、 旦 那 さ ん のLeszekRutkowski教授(旦 那 さ
ん の 方 は 明 治 大 学 理 工 学 部情 報 科 学 科 の研 究 水 準 が非 常 に高 い と知 っ て急 遽 来
日 した 。)彼 は ニ ュ ー ラル ネ ッ トワー クの学 術 論 文 誌 で最 も権 威 の高 い 、IEEE
Trans.onNeuralNetworksのAssociateEditorを務 め て い る。 計 算 論 的 知 能 の 中枢
を な す フ ァジ ィ理 論 、 ニ ュー ロ コ ン ピュ ー テ ィ ン グ、 遺 伝 的 ア ル ゴ リズ ム を組
み 合 わ せ た 学 習法 を研 究 した 。 研 究結 果 は一 流 の 国 際 学 会 誌 に 投 稿 す べ く結 果
を と りま とめ て い る。
2001年2月 に 来 日 を 予 定 し て い た(超 多 忙 の た め 来 日 延 期)Klaus-Peter
Adlassnig准教 授 は ヨ ー ロ ッ パ 随 一 の 医 療 情 報 学 の 権 威 で あ る 。 今 ま で に 多 数 の
疾 病 の 診 断 エ キ ス パ ー トシ ス テ ム を 開 発 して い る 。 様 々 な 電 子 メ ー ル と文 献 情
報 の 交 換 に よ り彼 がEditor-in-Chiefを務 め る 医 療 コ ン ピ ュ ー タ科 学 、特 に 先 進 的
な 人 工 知 能 を使 っ た 、世 界 で 最 も権 威 の 高 いA.rtificialIntelligentinMedicineに連
名 で"User-centeredknowledgeacquisitioninthefUzzyknowledgerepresentation
frameworkofamedicalconsultationsystem"『と い う論 文 を近 日 出 版 予 定 で あ る 。
来 日された研究者 は皆、生 田ゲス トハ ウスの管理人 のお持てな しの良 さ、立
地の良 さ、斬新な設計 を気に入 られた、また、興味津 々の新宿歌舞伎町、外国
みたいな六本木の町並み、アジアでは唯一の東京 ディズニー ラン ド、澄み切 っ
た綺麗な富士山が見える山中セミナーハ ウス、散策 と1800メー トルの山 に登 れ
る爽快 な清里 セ ミナーハ ウスは大好評であった。
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最後にこのような全世界的な総合研究が円滑かつ弾力的にできるように種 々
のサポー ト頂いた、国際交流セ ンターの担 当者 の三橋 さん、小暮 さん、理工学
事務室、快 く共同研究する場所 を提供 していただいた情報科学科の全教官に心
か ら感謝いた します。
平成13年3月10日
八王子市自宅 書斎にて
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